
問）m > nとなる自然数m nで、 1
m + 1

n = 1
p となるとき、

m が偶数であることを示せ。ただし、pは素数とする。

式を整理すると、mn = p(m+ n)

ア）p = 2のとき、mn = 2(m+ n) ゆえに (m− 2)(n− 2) = 4

(m,n) = (6, 3) ゆえに、mは偶数である。

イ）pが 3以上の素数のとき、その pは奇数である。

（m－ p）（n− p）= p2

m− p = p2、n− p = 1

m = p+ p2 = p(1 + p) 、 1 + pは偶数なので、mは偶数である。

ゆえに、すべての素数 pで、mが偶数であることがわかる。
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